
 

 
新課程 地学１ 
第 1 問 
A 
問 1 
惑星と水の知識により正解は４． 
表面に液体の水が存在しているのは地球だけ。 
火星は二酸化炭素が凍っている。川の痕跡がある。 
金星は二酸化炭素の大気 
木星は水素やヘリウムの大気 



 

 
問 2 
火山の知識を問う。間違っているものは３． 
日本列島は島弧型火山。プレートの沈み込みによって引き込まれた水が地殻、上部マント

ルを溶かしてマグマを発生させる。 
ホットスポットのマグマは、プリューム起源。コア境界から上昇してくる。 

 



 

 



 
問 3 
海溝では大陸プレートの下に海洋プレートが沈み込む。 
津波の原因は海底が盛り上がること（断層のずれ） 
この２つの知識から６か８に絞れる。 
震源域は余震分布とほぼ重なる。下図の赤枠が 200km×500km＝10 万 km2 くらい。 



 

よって６． 

 
 



 
初期微動継続時間 T とは P 波と S 波の到達時間の差と考える。 
よって A では 3 秒、B では 5 秒、C では 8 秒となる。 
今、D=kT で k=7km/s だから震央距離 D はそれぞれ DA＝21km、DB=35km、DC=56km 
グラフ上でそれぞれの距離にある領域は６ 



 
 



 
バージェス動物群の知識が必要。 
問 5 
バージェス動物群は古生代。代表的な生き物はアノマロカリス、オパビニア、ネクトカリ

ス。これが入っているのは１，３，４．その中でビカリアとデスモスチルスは新生代の化

石だからおかしい。正解は３． 
問 6 
バージェス動物群は、硬い殻をもつ。よって２． 



 
問 7 
バージェス動物群は古生代前期。ａは 13 億年前の片麻岩だから古すぎる。 
ｅのアンモナイトが中生代、ｃのフズリナが古生代後期と考えると、ａ、ｂ、ｃと堆積し

て、断層運動があって、そののち不整合があり、ｄが堆積する。よっていちばん可能性が

あるのはｂ。答えは２． 
 



 
第 2 問 
Ａ 
問 1 
海面での総蒸発量は総降水量より多い 
陸域では総蒸発量よりも総降水量が多い 
陸から海へ河川が水を運んでいるのでバランスが取れている 



よって７が正解。 

 
 

 



海では深くなるほど水温が下がる 
大気の対流圏では上空ほど気温が低い 
ａの冷たい空気が温かい空気の上に乗っていると、暖かい空気は軽いので上昇する。この

大気は不安定。しかし、ここでは上空の気圧が低いと言っているので重さが釣り合えば安

定して存在しうる。 

 
ｂの気温の低下率、水温の低下率は一定ではない。よって誤。 

 
海水温の深さ方向の変化（１は高緯度、２は低緯度） 
 
ｃの深層では冷たい海水が循環している。よって正。 

 
ゆえに正解は３． 



 
まず成層圏は関係ない。候補は１、２、４ 
海風は関係がある。候補は２、４ 
台風が上昇気流を伴うのは温かい空気が軽いためだから、正解は２． 

 
人間活動が自然環境を変える→地球温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨 
自然現象はエルニーニョ。よって正解は４． 
 



 

 
ａ：急傾斜で流量の多い河川が存在する→○ 
ｂ：火山の周辺で地熱発電→○ 
ｃ：熱水に含まれる有用成分の沈澱は化石燃料ではない→× 
よって答えは２． 
 



 

 

 



 

黒点Ａに注目すると 6 日で 80 度動いている。一周 360 度であるから、80 度の 4.5 倍。ゆ

えに 6 日×4.5＝27 日 
高緯度と低緯度を比べると、太陽は気体の塊なので、自転速度は低緯度ほど速い。 
ゆえに答えは５． 
 

 
答えは３の 2 倍。 
太陽の直径は地球の 100 倍であるから半円周は 1/2πＲ＝0.5＊3.14*100 倍＝197 倍 
南北 180 度であるからこれ 2 度分の拡がりというのは地球の直系の 2 倍。 
 



 
太陽光スペクトルでは、いろいろなところに黒い線(吸収線)がある。この吸収線は、太陽表

面の外側にある温度の低い原子が、太陽の光を吸収するためにできる。スペクトル中の吸

収線の現われる位置は、吸収する物質によってそれぞれきまっている。よって、スペクト

ルに見られる吸収線は、太陽の表面の原子を知らせてくれる信号ともいえる。 
ゆえに４が誤り。 



 

 
  



理科２ 
地学 

 
地球の形は４．極半径は赤道半径よりも短い。北極―南極を軸として自転している。 
 



 
・重力は引力と遠心力の合力。地表から高くなるほど小さくなる。 
・鉛直下向きは地球中心とは限らない。ジオイド面に鉛直。 
・地球は赤道半径(a)の概略値は約 6,378km，極半径を b として扁平率をｆとする。f =（a 
-b ）/a で f が約 1/300 である．現実の地球では a-b の値は約 21km となる． 

 
答えは７ 
 



 
重力は、遠心力と引力の合力である。自転によって、遠心力は赤道上で最大になる。ベク

トルの和を考えれば、引力が同じ場合、遠心力が大きければ重力が小さくなるのが直感的

にわかる。極の遠心力は小さいので影響がない。赤道の遠心力が小さくなるのだから引力

が同じ場合重力は大きくなる。 
よって答えは６． 

 



 
2 度ずれている間に 1000 万年時間がたっている。 
2 度の距離は 
南緯 60 度に沿う周囲の長さは、円錐を考えると、円錐の底面の円周 
底面の円の半径は 
地球の半径をｒとして r・sin(30°)＝r/2 
円周は 2π（r/2）今赤道に沿った円周２πｒ＝40000km だから 
20000km これが 360 度なので 2 度は 111km 
1000 万年時間差があるから 1.1cm/year 
よって答えは１ 
 



 

 

 
トランスフォーム断層はプレートがすれ違うところ。 
海嶺は開いていくところなので A は右へ、B は左へ動いていく。 
ここでは一対の力のみを考えるのだから下図のようなパターンになる。 
よって A も B も引き（Dilatation）となる。 
答えは４． 
 



 
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/mech/kaisetu/mechkaisetu.html 
 
地震波のうち、P 波は地下の岩盤の伸び縮みによって伝わる波。地震の際に断層が上図のよ

うにずれ動いた時、 図のように断層のまわりの領域で、岩盤が縮む領域（図の［１］、［３］）

と岩盤が伸びる領域（図の［２］、［４］）ができる。 そして、それらの領域から出た地震

波（P 波）が地表面に伝わった時には、それぞれ地震波が伝わり始めた領域（［１］～［４］） 
に対応して、地面の最初の動き（初動）が、”縮み”（［１］、［３］から伝わった波）になる

か、”伸び”（［２］、［４］から伝わった波）になるかが分かれる。 
この性質を P 波の初動極性と呼ぶ。これらの”伸び”、”縮み”は、地表面では、それぞれ、

地面が最初に下に動く（"引き"の波）、上に動く（”押し”の波）、ことに対応するので、”

押し”、”引き”と表現される。 
 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/mech/kaisetu/mechkaisetu.html


 
海洋底地磁気縞模様は地球磁場の逆転の記録である。ａは○ 
重力のフリーエアー異常は、ざっくり言うと地球全体を見たときその地域に質量が多く存

在する（正）か少なく存在する（負）かを示す。日本海溝で大きな負、東北日本の沿岸部

に顕著な正が見られる。これでいうとｂは○ 
地震波速度が遅い→やわらかい媒質→溶けているところ。これはプレートではない。一方

和達―ベニオフ帯は沈み込んだプレートの地震面を示す。しかし、ｃは前半が間違ってい

るので× 
よって、答えは２． 

 



 
【日本列島周辺のフリーエア異常】 
澤田ほか（2009）による『内部矛盾の少ない日本列島周辺の海上重力データセット』から 
 
日本付近の震源の分布で震源の深いものを見ると、海溝側から大陸側に向かって斜めに深

くなっていることがわかる。このように、深い地震の震源が海溝側から大陸側に深くなっ

ていることは、日本人の和達清夫が発見したので、和達面、あるいは和達・ベニオフゾー

ン、または深発地震面という。地震は（相対的に）冷たくて固いところで起きる。 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/GIJUTSUKOKUSAI/KENKYU/report/tbh27/tbh27-11.pdf


 
地殻を作っているおもなもの→SiO2 
マントルを作っているおもなもの→SiO2 
核を作っているおもなもの→Fe 
よって元素というと、O、O、Fe、で答えは８． 
 



 
１．大陸地殻は花崗岩、海洋地殻は玄武岩、がメインとすれば、×。 
２．海洋地殻はリサイクルされ、大陸地殻はリサイクルされないので、ともに古いものが

あると言うのは×。 
３．大陸の下でモホ面が深くなっていて、アイソスタシーを保つ。○ 
４．大陸地殻の熱源の多くは放射性同位元素の崩壊熱。海洋地殻には放射性同位元素の熱

ではなく地殻が薄いのでマントルから熱が供給されていると考えられる。熱流量は火山地

域や海嶺で大きく、楯状地など古い地殻は小さい。よって× 
答えは３． 

 

１．沈み込み帯では水（H2O）も含まれる→○ 
２．紅柱石は泥質岩起源の変成岩、ペグマタイトなどに産する。沈み込み帯というわけで



はない。 
３．水が供給され、マントルや地殻が溶ける温度が下がるので、マグマが発生する。高温

になるからではない。 
４．沈み込み帯の分布：大西洋の両端というわけではない。 

５．  
答えは１． 
 

 
 



 

 



 
等高線の等しいところと地層の境界線を結んだ線（赤い線）を 280m と 260m で引く。 
その線の向きが走向。傾きは 280m から 260m へ下がっている（矢印の方向）から、答え

は５． 
 

 
ウメ沢の傾斜がモモ沢とは逆というのは褶曲構造。 
B と C が同じということは、B と C が堆積してから褶曲した。 
D と E は水平に堆積しているということは、堆積してからの地殻変動はない。 
以上のことから答えは２． 



 

半減期が 5700 年だから D 層は 5700×2=11400 年 E 層は 11400×2=22800 年 
よって答えは２． 
 

 



 

ア：海底で堆積したのだから三葉虫 
イ：圧縮による変形は逆断層 
ウ：ヒマラヤ山脈の下の大陸の厚さ・・・平均（35km）より厚いはず 
よって答えは４． 

 
大陸同士の衝突でできたのは、この中ではヨーロッパアルプス。 
答えは５． 
アンデスとロッキーは背弧山脈。海洋プレートの沈み込み 
アフリカ地溝帯は大陸の拡大 
デカン高原は溶岩台地（プリューム） 
ギアナ高地は、主に 20 億年から 14 億年前の先カンブリア時代に堆積した砂岩や珪岩から

なる楯状地。 
 



 
海洋底の縞模様は、ヴァイン＆マシューズによるもので 1960 年代に発表されている。 
よって答えは３． 
 

 



 

 
１．低緯度で水蒸気量が多いのは海陸の面積比のせいではない。 
２．相対湿度：水蒸気圧／飽和水蒸気圧。等温度線上で考えていれば飽和水蒸気圧は一定。

すなわち湿度は水蒸気圧（破線）の変化による。緯度 20 度あたりで水蒸気圧は小さく

なっている。 
３．1hPa の水蒸気圧は北緯 70 度で高度 3km に来ている。 
４．上昇する空気塊の気温が周囲の大気の気温よりも高ければ、さらに上昇する。この状

態が絶対不安定。そうとも言えない。 
答えは２． 



 
積乱雲の発達：上空に重い空気が入ってきたらより強く発達する。 
別に雲頂は成層圏までは入り込まない。 
積乱雲は夕方によく発達する。 
水蒸気が凝結すると熱を放出する 
答えは１． 

 



 

 

 
年周視差が１″（１″は角度の１°の 3600 分の１）になるような距離を１パーセク（persec
＝pc）という。１pc＝3.26（光年）。年周視差を p（秒）とすると、地球と太陽までの距離

を a、恒星までの距離を d として 

π2
6060360 a

p
d ×

××
=  



a の単位の取り方によって 
d=3.26/p（光年）または d=1/p（パーセク） 
１等級の差があると明るさは約 2.5 倍になる。これを光比という。 
 
ａ：みかけの等級が最も明るいのはＢとＡの境界あたり。太陽はＧ→× 
ｂ：表面温度が最も高いのはスペクトルＯ。ここにある星のみかけの等級は２。一番明る

い星は-1.5．よって差が 3.5 あるので 1/4 以下になる。→○ 
ｃ：Ｙの年周視差が 0.28”、Ｘの年周視差が 0.021”。距離は年周視差の逆数だから、視差が

大きい方が近い。→× 
ｄ：Ｘ，Ｙ，Ｚのみかけの等級数がほぼ等しいので、距離が遠い（年周視差が小さい）方

が明るい。よってＺが一番明るい。明るさは距離の二乗に反比例するから 

2







=

dz
dx

L
L

X

Z  

ここに数値をあてはめれば dx/dz＝0.007/0.021＝1/3 よって Lz はLx の 9 倍の明るさがあ

る。→○ 
こたえは５． 
 

 
横軸のスペクトル型はそのままになる。O は一つだった。 
絶対等級：実際の明るさを比較するために、すべての恒星を 10 パーセクの距離に置いて見

たとと仮定したときの等級のこと。10 パーセク以内にある星は絶対等級にするとみかけの

等級より暗くなる。みかけの一番暗いのが 3.5 等級だからそこより暗いものが 12 個より少

ないものになる。 
以上 2 点より答えは４． 
 



 
 
見かけの等級をｍ、距離をｄ（パーセク）とするとき絶対等級 M は 
M=m+5-5log10d 
恒星の HR 図（下図） 



 

 

 
Z はスペクトル型が M の赤色巨星。太陽の 15 倍の質量をもつから、超新星爆発を起こす可

能性がある。 
答えは４． 



 

 

銀河系は回転しており、回転軸に垂直な方向の引力と遠心力が釣り合っているからつぶれ

ない。銀河の回転から推定される銀河の質量は、観測される星と星間物質の質量を足し合

わせたものよりもかなり大きいので見えない物質（ダークマター）があると考えられてい

る。 
答えは５． 



 
銀河系の星間物質について。 
１．可視光は遠くまで見えない→× 
２．銀河円盤の渦巻き構造は、星間物質の主成分である水素から波長 21 ㎝の電波が出てい

るので、その電波強度から水素ガスの密度分布を推定して渦巻きであることが分かっ

た。→○ 
３．暗黒星雲は、天の川や散光星雲の手前にあって、近くに高温度の星が無い星間雲は、

背後の光をさえぎってしまう。このような星間雲を暗黒星雲という。→× 
４．星間雲は星間物質が濃いところを言う。→× 
 

 
銀河の回転ではその速度が中心からの距離に関わらず一定になる。よって３． 



 

 

 

苦鉄質岩からケイ長質岩までのほとんどすべての火成岩に含まれている造岩鉱物は斜長石。

（下図参照） 



偏光顕微鏡下での特徴は、白色ないし無色。直交ニコルで白色、灰色や黒色の干渉色が繰

り返す縞模様が見られる。 
http://chigaku.ed.gifu-u.ac.jp/chigakuhp/html/kyo/chisitsu/dezital_henkoh/ 

 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanual/jikken/tiga/tga01.htm より 

 
答えは５． 



 
答えは４． 
以下参考 
珪長質マグマは，SiO2 を多く含み（60～70％），900℃ほどのやや低温であり，粘性は大で

苦鉄質マグマよりもはるかに大きな粘性率を示し，白色鉱物が多いので白っぽい色をして

います．これが噴出して固まった岩石は流紋岩です．地下深くでゆっくり固まると花崗岩

になり，大陸地殻の大部分を構成しています．安山岩は SiO2 含有量が 50％程度で，中間

的な性質を示します．日本の火山の 70％は安山岩です．SiO2 は H2O と結合して珪酸とな

っているので，珪長質マグマは H2O を多く含みガス圧力を増大させます．珪酸は結合して

糸のようになり網状の構造をつくるので，粘性を大きくします．このような理由で珪長質

マグマを噴出する火山は爆発的な噴火を起こすことが多いのです． 
http://members3.jcom.home.ne.jp/mizut/kouza/kyoshitu/toppage/index.htm 

 



 

 
先に結晶したものは邪魔されない。 
斜長石とかんらん石はかんらん石が先 
かんらん石が結晶→表面が丸くなる→斜長石がかんらん石を包む→斜長石の斑晶→石基 
答えは４． 
 
正しく言おうとすると大変だが、とりあえず大まかに順番に並べると 
温度 K     有色鉱物     無色鉱物 

1500      かんらん石   Ca に富む斜長石 

 ↓       輝石 

↓       角閃石 

 ↓                    Na に富む斜長石 

 ↓       黒雲母 

1100                   カリ長石・石英 

 
 



 

 

季節変化を引き起こす要因は自転軸の傾き→５，６，７，８ 
軌道要素の周期変動はミランコビッチ周期→５，６ 
コリオリ力は同じ風速に対して自転速度が大きいほど大きくなる→５ 
よって答えは５． 
北半球でコリオリ力は以下。 
地球を下の図のような円盤として考える。地球の自転による回転の距離の大きさ（つまり

速さ）は赤道で最大、北極に向かってだんだん小さくなり、北極で最小（０）になる。 



だから下の図のように、赤道から北極向かってボールを投げようが、北極から赤道に向か

ってボールを投げようが、いずれにしても目標に向かってまっすぐには飛んでいかず、な

ぜか右へ右へと曲がっていってしまうことになる。 
赤道で大きく極で小さい。南半球は逆になる。 
ここで西風だから、西から東へ吹く。北半球では東から西へ吹く風に対してコリオリ力は

北から南向きに働く。 
 

 

 
誤っているものは５．現在も海洋は二酸化炭素を吸収する役割を担っている。 



 
（１）酸素は２０％→× 
（２）生物の最大の絶滅は古生代末。→× 
（３）酸素の同位体比は過去の気候変動の指標にはなるが、放射性年代測定には使わない

→× 
（４）オゾン層は成層圏にある→○ 
（５）南極のオゾンホールは春に出現する→× 
極域成層圏雲が発生すると、その粒子の表面では不均一反応により、成層圏の塩素の大部

分を占める硝酸塩素（ClONO2）や塩化水素（HCl）から、塩素分子（Cl2） などが生成さ

れ、冬季の間に極渦内に蓄積される。そして、春季になって極域上空の成層圏に太陽光が

戻ってくると、冬に蓄積された塩素分子などが光によって解離して活性塩素原子になり、

これが 触媒となって働いてオゾンを破壊する。よって年間を通じては間違い。 
南極でオゾンホールが発生するメカニズムについては下記参照 
http://www.data.jma.go.jp/gmd/env/ozonehp/3-22ozone_o3hole_mechanism.html 



 


